
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケート調査結果 
 

  

平成 29 年度 第２回 

 滑川市地域公共交通会議 検討資料 

資料１ 



 

 

 

あ 

 

目 次 

 

第１章 調査概要 ........................................................................................................................................................................................ 1 

１－１ 調査目的 ........................................................................ 1 

１－２ 調査実施概要 .................................................................... 1 

第２章 調査結果 ........................................................................................................................................................................................ 2 

２－１ 個人属性 ........................................................................ 2 

２－２ 日常生活の移動 .................................................................. 3 

２－３ 公共交通の利用頻度、満足度及び改善要望 .......................................... 8 

２－４ 自動車から公共交通への切り替え意向 ............................................. 10 

２－５ 「のる my car」のあり方について................................................. 12 

２－６ 自由意見 ....................................................................... 14 

２－７ 町内会からの意見収集結果（参考） ............................................... 16 

第３章 アンケート結果のまとめ.......................................................................................................................................................... 17 

３－１ 集計結果のまとめ ............................................................... 17 

３－２ 自由意見のまとめ ............................................................... 18 

 

 



  

1 

第１章 調査概要 

１－１ 調査目的 

 市民の交通に関する移動実態やニーズを把握し、「滑川市地域公共交通網形成計画」の策定

に必要な基礎資料とするため、市民 2,000 人を対象として、日常生活の移動や頻度、公共交

通に対する満足度や改善要望の調査を実施した。 

 

１－２ 調査実施概要 

１） 調査時期、方法 

・平成 29 年７月 11 日配布（第１回交通会議（７/３）開催後） 

・アンケート回収締め切り：７月 28 日 

・住民基本台帳から 16 歳以上の市民を対象に無作為に 2,000 人を抽出した。 

※抽出にあたっては、地区別・年齢階層別に集計に必要なサンプル数が確保されるよう配慮

した。 

 

２） 設問項目 

・個人属性 

性別・年齢・居住地・免許有無・自動車有無 

・日常生活の移動（通勤・通学、買物、通院等） 

目的地、移動手段、公共交通の利用の有無、公共交通を利用しない理由 

・公共交通の利用頻度、満足度 

 公共交通（あいの風とやま鉄道、富山地鉄（電車）、富山地鉄（バス）、のる my car） 

 の利用頻度及び満足度、公共交通の改善が必要だと思う事項 

・自動車から公共交通への切り替え意向 

 切り替え可能性及び頻度、切り替え先、自家用車の今後の運転方針 

・「のる my car」のあり方について 

 「のる my car」の必要性、市の運行経費負担について、今後の運行について 

 

３） 回収数 

 907 人 （回収率：45.4％） 
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第２章 調査結果 

２－１ 個人属性 

① 性別・年齢・居住地 

 60、70 歳代の回答が多く、10、20 歳代は配布数と比較して回答数がやや少ない。 

 男女比及び地区別の配布数に対する回収の偏りはみられない。 

性別、年齢及び居住地ごとの回答比及び配布数に対する比率 

 

② 免許及び自由に使える車の有無 

 自由に使える車及び免許を所有している方がそれぞれ約 8 割を占めている。 

    自由に使える車の有無              免許証の有無  

ある
81%

ない
19%

ある
80%

ない

18%

自主返納

した
2%

12.4%

9.4%

12.2%

8.2%

14.4%

9.3%

5.4%

23.5%

5.2%

15.9%

11.4%

12.4%

8.7%

11.0%

8.8%

4.6%

22.8%

4.6%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

滑川東

滑川西

浜加積

早月加積

北加積

中加積

東加積

西加積

山加積

アンケート結果 （参考）配布数地区比

8.2%

6.2%

6.1%

9.1%

7.9%

30.9%

25.5%

6.1%

12.8%

12.0%

8.1%

9.9%

7.2%

23.8%

20.8%

5.6%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳代

アンケート結果 （参考）配布数年齢構成比

49%

47%

51%

53%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（参考）配布数男女比

アンケート結果

男性 女性
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２－２ 日常生活の移動 

１） 定期的な通勤・通学 

① 定期的な通勤・通学の有無 

 通勤・通学している人の割合は回答者全体の 57%で、通勤・通学先は、滑川市(36%)が多

く、次いで富山市(33%)、魚津市(13%)であった。 

 

 

 

 

② 通勤・通学に際しての移動手段 

 通勤・通学の移動手段は、自家用車(75%)が最も多い。 

 送迎の場合の送迎先は、「駅・バス停まで」が約 7 割を占めている。 

 

 

  

75%

0%

9%

0%

7%

7%

1%

2%

1%

11%

15%

0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

自家用車

原付き/バイク

家族等による送迎

企業・学校の送迎

あいの風とやま鉄道

富山地方鉄道（電車）

富山地方鉄道（バス）

のるmy car

タクシー

徒歩

自転車

その他

N=418

82%

1%

13%

0%

3%

2%

1%

8%

5%

12%

11%

0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

自動車

原付/バイク

家族等による送迎

施設等の送迎

あいの風とやま鉄道

富山地方鉄道（電車）

富山地方鉄道（バス）

のるmy car

タクシー

徒歩

自転車

その他

N=634

駅・バス

停まで
74%

通勤・通

学先ま
で

26%

N=31

通勤・通学

している

57%

通勤・通学

していない

43%

N=739

36%

33%

13%

8%

4%

3%

1%

1%

0%

0%

0%

滑川市

富山市

魚津市

上市町

黒部市

立山町

入善町

高岡市

射水市

舟橋村

砺波市

0% 10% 20% 30% 40%

N=412

グラフの N=数字 は、設問ごとの有効回答数（不明・無回答を除く）を示す。（以下の各ページにおいても同様） 
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③ 通勤、通学に際しての公共交通の利用 

 通勤、通学の際、公共交通を利用する人は約 2 割程度である。 

 

 

④ 通勤、通学に公共交通を利用しない理由（複数回答） 

 通勤、通学に公共交通を利用しない理由として、「目的地へ向かう路線がない」(18%)と

「運行本数が少ない」(18%)が多く挙げられている。 

 

  

利用して

いる
21%

利用して

いない

79%

N=396

9%

18%

13%

18%

7%

9%

3%

3%

2%

1%

1%

0% 2% 4% 6% 8% 10% 12% 14% 16% 18% 20%

自宅近くに駅・バス停がない

目的地へ向かう路線がない

乗り換えが不便

運行本数が少ない

運賃が高い

自動車があるから・自動車のほうが便利だから

徒歩・自転車圏内なので公共交通を使う必要がない

ちょうどいい時刻のバス・鉄道がない

公共交通だと時間がかかりすぎる

公共交通を利用する必要性を感じない

送迎等も行うので自動車が必要

N=314

以下、自由意見を分類
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82%

1%

13%

0%

3%

2%

1%

8%

5%

12%

11%

0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

自家用車

原付/バイク

家族等による送迎

施設等の送迎

あいの風とやま鉄道

富山地方鉄道（電車）

富山地方鉄道（バス）

のるmy car

タクシー

徒歩

自転車

その他

N=634

２） 定期的な外出（買物、通院等） 

① 定期的な外出の有無 

 アンケート回答者の約 7 割が定期的な外出をしており、外出の目的は、買物(85%)と通院

(60%)が多い。 

 

② 外出に際しての移動手段（複数回答） 

 外出の際の移動手段は、自家用車(82%)が最も多く、公共交通の利用者が少ない。 

 送迎先として、目的地までの送迎が 85%と多い。 

 

  

ある

72%

ない
28%

N=877

85%

60%

13%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

買物

通院

その他

N=634

駅・バス

停まで

15%

目的地

まで
85%

N=61
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③ 外出における公共交通の利用状況 

 外出の際、約 1 割の方が公共交通を利用している。 

 

 

④ 外出に公共交通を利用しない理由（複数回答） 

 外出の際に公共交通を利用しない理由として、「運行本数の少なさ」や「公共交通による

目的地へのアクセスの悪さ」が挙げられている。 

 

利用して

いる

9%

利用して

いない
91%

N=564

7%

11%

7%

17%

4%

11%

2%

2%

2%

1%

1%

1%

1%

0%

0% 2% 4% 6% 8% 10% 12% 14% 16% 18% 20%

自宅近くに駅・バス停がない

目的地へ向かう路線がない

乗り換えが不便

運行本数が少ない

運賃が高い

自動車があるから・自動車のほうが便利だから

徒歩・自転車圏内なので使う必要がない

ちょうどいい時刻のバス・鉄道がない

荷物があるから自動車が必要

バス・鉄道のバリアフリー性に難があるから

目的地が複数あるため利用できない

家族等の送迎があるから

公共交通だと時間がかかりすぎる

運行経路等を知らないため
N=511

以下、自由意見を分類
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⑤ 買物、通院時の外出先（複数回答） 

 買物目的地は大型商業施設（プラント３、エール、パスタなど）やスーパー、ドラッグストアなどが多い。隣接する魚津市、富山市への移動も見られる。 

 通院時の目的地は、厚生連滑川病院が多いほか、市内の各病院、医院への移動が見られる。 

                                        図 アンケート結果における主な買物、通院先（滑川市内のみ表示） 

 参考としてコミュニティバスの１週間あたり乗降数を図示 

 

 

人/週 

アンケート回答数

　（通学＝２票以上、買物・通院＝６票以上を掲載）

滑川高校 4

魚津高校 5

魚津工業高校 2

上市高校 3

富山大学 3

富山中部高校 2

プラント３ 216

エール 199

大阪屋ショップ 182

パスタ 108

アピタ魚津店 43

クスリのアオキ 34

ミューズ水橋 34

富山市内各店舗 17

コメリ 11

明文堂書店 6

厚生連滑川病院 165

荒川内科クリニック 27

伊井外科医院 16

中村内科医院 15

毛利医院 13
くるまたにクリニック 13

加積クリニック 10

吉見病院 10

鷹取医院 8

石坂医院 8

石坂眼科医院 8

長治整形外科医院 6

通院

通学

買物

アンケート回答数 

（買物、通院 ６票以上を掲載） 
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２－３ 公共交通の利用頻度、満足度及び改善要望 

１） 利用頻度、満足度 

 あいの風とやま鉄道の利用者が公共交通の中で最も多い。 

 どの公共交通も、利用者の満足は比較的高い。 

 

利用頻度 

 

 

利用者満足度（それぞれ年 6日以上利用した方のみ） 

 

 

 

 

 

6%

4%

0%

1%

1%

1%

1%

1%

2%

7%

3%

2%

17%

6%

5%

68%

86%

97%

90%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あいの風とやま鉄道

(N=806)

富山地方鉄道（電車）
(N=792)

富山地方鉄道（バス）
(N=767)

のるmy car         .

(N=799)

週5日以上 週に3～4日 週に1～2日

月に1～3日 年に6～11日 それ以下/利用しない

3%

21%

12%

16%

24%

47%

46%

36%

37%

20%

18%

20%

24%

8%

15%

20%

5%

4%

8%

4%

5%

あいの風とやま鉄道

(N=257)

富山地方鉄道（電車）
(N=114)

富山地方鉄道（バス）

(N=25)

のる my car         .

(N=76)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足している まあまあ満足している やや不満を感じる

不満を感じる 分からない
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２） 公共交通の改善が必要だと思う事項（複数回答） 

 公共交通の優先すべき改善として、「乗り継ぎ時間の短縮」や「バス停や駅の待合環境の向上」

を挙げた方が最も多く、次いで「利用しやすい時間帯のバスの運行」、「自宅近くへのバス停の

設置」と続いている。 

 

  

17%

9%

14%

19%

24%

24%

10%

3%

1%

1%

1%

1%

0%

0%

0%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

自宅近くへのバス停の設置

目的地へ直接向かうバス路線の設置

乗り降りしやすいバスの導入

利用しやすい時間帯のバスの運行

駅でのバスや電車への乗り継ぎ時間の短縮

バス停や駅での待合環境（待合室、ベンチ等）の整備

時刻表通りの運行

運行本数の増加

駅近辺の駐車場設置、改善

運賃の低減

バス・鉄道・タクシーの連携強化

乗り心地や接客の向上

分かりやすさ向上

終電・終バスを遅くする

フリー乗降の実施

N=907

以下、自由意見を分類
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２－４ 自動車から公共交通への切り替え意向 

１） 切り替えの可能性及び頻度 

 回答者の半数が自動車から公共交通への切り替えを少なからず意識しているが、そのうちの

16%は切り替えたくても目的地に移動できないという課題がある。 

 

２） 切り替え先（複数回答） 

 公共交通への切り替え先としては、「のる my car」が 30%と最も多い。 

 切り替え先の組み合わせを見ると、「のる my car」「あいの風とやま鉄道」「富山地方鉄道（電

車）」単独の選択が計約７割と多い。 

 

＜組み合わせ集計＞ 

  

毎日または既に切

り替えている

10%

週に1度くらい

なら
5%

月に1度くらいなら
10%

半年に1度くらいなら

7%

年に1度くらい

なら
6%切り替えたい

が、目的地に
移動できない

16%

全く考えられな

い
46%

N=820

30%

25%

16%

8%

6%

5%

3%

8%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

のるmy car

あいの風とやま鉄道

富山地方鉄道（電車）

あいの風とやま鉄道-富山地方鉄道（電車）

あいの風とやま鉄道-のるmy car

富山地方鉄道（電車）-のるmy car

富山地方鉄道（バス）

その他の組み合わせ

N=302
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３） 車の利用を控えることへの現在の考え 

 約６割の方が「車を利用しない生活は考えられない」と回答している。 

 約３割の方は車の利用を控えることを考えている。 

 

 

 

４） 自家用車の今後の運転方針 

 約６割の方は、「将来的に今後の運転を控えたい」と回答している。 

 

 

  

車を利用しない

生活は考えられ

ない
58%

利用を控えようと思って

いるが、実際の行動に

つながっていない
8%

数年後には車の利用を控

え、公共交通を利用したい
17%

公共交通がもっと便

利になったら車の利
用が控えられる

9%

その他
8%

N=362

近い将来（5年以内

程度）にはやめたい
7%

当面続ける

が、将来的に

はやめたい

47%

運転免許支援制度が充実すれば、

免許を返納し運転をやめたい
9%

ずっと自家用

車の運転を続

けたい

37%

N=693
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２－５ 「のる my car」のあり方について 

１） 「のる my car」の必要性 

 ほとんどの方が「「のる my car」が何らかの理由で必要である」と回答している。 

 

 

２） 市の運行経費負担について 

 約８割の方が、市の運行経費は「妥当な金額である」と回答している。 

 

  

交通手段として

必要不可欠
8%

自分はほとん

ど利用しない
が、地域の交

通手段として必

要
38%自分はほとんど利用しな

いが、将来自分が利用す
る可能性を考えると必要

28%

環境への配慮や高

齢化社会を考える
と必要

22%

必要ではない

2%

その他

2%

N=869

負担する金

額が高い
8%

妥当な金額

だと思う
79%

その他

13%

N=840
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３） 今後の運行について 

 約半数の方が、「現状の運行本数やルートを維持すべき」と回答している。 

 20%の方は、「市の負担を増やしてでも運行本数やルートをもっと充実させるべき」と回答して

いる。 

 

 

  

現状のまま市が負担し、現

状の運行本数やルートを
維持する

54%

町内会や世帯も費用を負担し

て、現状の運行本数やルートを
維持する

5%

運賃を増額して、現状の運行本

数やルートを維持する

9%

市の負担を増やしてでも、運行本数や

ルートをもっと充実させる
20%

市の負担を減らすため、運行本数や

ルートが現状より不便になってもやむを
得ない

3%

市の負担で運行すべきではない

1%
その他

8%

N=834
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２－６ 自由意見 

■自由意見の分類と各分類ごとの件数及び割合 

 

■各意見具体例 

１） 公共交通の必要性に関する事項 

 自分はほとんど利用しないが、今後車免許を返納した場合、公共交通の利用が必要になると思う。 

 高齢者のことを考えると、公共交通は優しくないといつも思います。ゆくゆく自分が利用したいと

思っていても、現状はきびしいと思います。 

 

２） 運行本数、ダイヤなどサービス向上に関する事項 

 本数が増えれば今は車でも冬など利用したいと思います。 

 学生（滑川高校）などが利用しやすい時間にもあればよいと思います。 

 飲み会などで帰りが遅くなったときに、遅い時間にバスがあれば便利だと思う。 

 目的地へ直行するのではないので時間がかかる。 

 

３） 鉄道との乗り継ぎ利便性向上に関する事項 

 電車の時間ともう少し合わせてもらえるとうれしいです。 

 北陸新幹線→あいの風とやま鉄道→富山地方鉄道→のる my car で、自宅から徒歩で東京まで、待

ち時間が少なく、３時間くらいで東京まで行ける将来がくれば幸いである。 

 

４） 運賃制度に関する事項 

 利用する人はほとんど高齢者だと思うので、年間パスを発行したらいかがでしょうか（病院、スー

パー、駅などを必ず通るルートを望みます）。 

 バス料金が高くなっても、（目的地の）場所まで行けたら行きたいと思います。 

 

分類 件数 割合

1 公共交通の必要性に関する事項 47 12%

2 運行本数、ダイヤなどサービス向上に関する事項 104 27%

3 鉄道との乗り継ぎ利便性向上に関する事項 15 4%

4 運賃制度に関する事項 22 6%

5 駅・バス停周辺環境、まちづくりとの連携に関する事項 21 5%

6
バスの小型化、予約運行化（デマンド化）、タクシー活用等に
関する事項

60 15%

7 情報提供に関する事項 11 3%

8 利用促進に関する事項 24 6%

9 免許返納に関する事項 12 3%

10 近隣市町との連携に関する事項 3 1%

11 コミュニティバス運行状況の分析及び情報公開に関する事項 12 3%

12 その他（肯定的意見等） 14 4%

13 その他（わからない、利用しない等） 43 11%

合計 388 100%
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５） 駅・バス停周辺環境、まちづくりとの連携に関する事項 

 富山地方鉄道（電車）の駅のホームの整備と駐輪場の拡大を実施して、多くの人が利用しやすい環

境を整える。 

 （バス停に）雨の日や風の強い日、又は雪の日など、しのげる小屋があったらいいのにと思ってい

ます。それとちょっと腰掛けるところです。 

 

６） バスの小型化、予約運行化（デマンド化）、タクシー活用等に関する事項 

 バスを少し小さくすると経費（ガソリン代等）が安くなると思われる。たくさんの来客があるコー

スは今のままでも良いが。 

 民間タクシーを共同で利用する（2～3 人で）。運営費を比べ、検討したらよい。のる my car の代

行をタクシーで。 

 バスのステップを低くして、低床自動車に。もう少し小型化してもよいのではないか。 

 

７） 情報提供に関する事項 

 せっかくの時刻表が、高齢者が見るには字が小さいのと、近いルートを並行して見られず不便に思

います（私は利用しませんが、母が使わせてもらってます）。 

 のる my car の運行ルートは何かで見たような気はするけど、全然覚えていない。たまにチラシか

何かを送ってもらえるとありがたい。 

 

８） 利用促進に関する事項 

 園児や低学年などを乗せ、滑川の紹介風のバス遠足などのイベントをし、バス利用者を広げる。そ

のときはもちろん料金は支払ってもらうこと。また、中高生を乗せ、新しい意見を聞く等。 

 バスの乗車回数に応じて、市がその人に対して何らかの物や何かをする権利と与えることで、利用

者を増やす（高齢者だけでなく若者も使おうとする人が増えるかもしれない）。 

 のる my car の使い方の提案（村部の人に対し、買い物、病院等へ行く時は何時の便に乗り、何時

の便で帰ってくる等を具体的に提案する。その場合、待ち時間に時間を過ごせる場所も案内する等）。 

 「のる my car」を使って、市内の公共施設や民間施設へ行った場合、何か特典がある制度を増や

す・充実する等、アイデアを考える・募る取組をすれば良いと思います。 

 

９） 免許返納に関する事項 

 当面運転を続けるが、将来運転をやめたとき、「のる my car」を利用したい。運転本数を増やして

欲しい。 

 1 人暮らしで、今年運転免許証を自主返納し、「のる my car」の 3 年間フリー乗車券を頂きました

が、術後で通院の際バス停まで行くのに不便を感じました。「のる my car」のみに限定せず、タク

シー乗車券もあれば良いと痛切に感じました（例えば、1 年間のタクシー券と 2 年間の「のる my 

car」という風な）。 
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１０） 近隣市町との連携に関する事項 

 近隣の魚津市、上市町との相乗乗り入れ可能ならば、各自治体の良いところを大いに取り入れて活

用するべきかと思います。 

 

１１） コミュニティバス運行状況の分析及び情報公開に関する事項 

 必要なものは充実させて、需要の少ない部分との差をつければよいと思います。利用状況をきちん

と把握していただきたいです。もっと需要の多いルートがあるかもしれませんし、情報収集も必要

ですが、試しに運行して利用率・乗車率を分析すると分かってくると思います。 

 のる my car の利用状況の見える化（広報や HP への掲載）により、課題抽出、市民の声を積極的

に聞くなど、公共交通の効果的な運営、特色のあるものにしていただきたい。 

 

１２） その他（肯定的意見等） 

 今のバス制度などの公共施設で大変満足しています。とてもすごしやすい良い市だと思います。 

 バスのラッピングがキラリンになって明るいイメージでとても親しみやすく、良いと思います！他

市にも自慢したいと思います。降車については、ある程度降りたい場所を自由に希望できるので便

利です。ありがとうございます。 

 

２－７ 町内会からの意見収集結果（参考） 

別途コミュニティバスに関する意見収集を行った結果は下記のとおりであった。 

 全体的に、「運行本数、ダイヤなどサービス向上」に関する意見が多く、次いで「バスの小型化、

予約運行化（デマンド化）タクシー活用」が多く見られた。 
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意
見
数

意見分類番号

滑川東 滑川西 浜加積 早月加積 中加積 北加積 西加積 東加積 山加積

意見分類番号凡例

1 公共交通の必要性に関する事項

2
運行本数、ダイヤなどサービス向上に関
する事項

3
鉄道との乗り継ぎ利便性向上に関する
事項

4 運賃制度に関する事項

5
駅・バス停周辺環境、まちづくりとの連携
に関する事項

6
バスの小型化、予約運行化（デマンド化）、タク
シー活用等に関する事項

7 情報提供に関する事項

8 利用促進に関する事項

9 免許返納に関する事項

10
近隣市町との連携に関する事項
（意見なし）

11
コミュニティバス運行状況の分析及び情
報公開に関する事項

12 その他（肯定的意見等）

13
その他（わからない、利用しない、公共
交通以外等）

※９月２９日回収分まで 
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第３章 アンケート結果のまとめ 

３－１ 集計結果のまとめ 

【通勤、通学時の交通の利用状況】 

・通勤・通学先は滑川市内が約 4割、富山市が約3割、その他市町が約 3割となっている。ま

た、通勤・通学時の交通手段は自家用車が最も多く、公共交通利用率は約 2割となっている。 

【買物、通院時の交通の利用状況】 

・買物目的地は大型商業施設（プラント３、エール、パスタなど）のほかスーパー、ドラッグ

ストアなどが多い。また、通院時の目的地は厚生連滑川病院が多いほか、市内の各病院・医

院への移動が見られる。一方これら外出の交通手段は自家用車が８割を超え、公共交通利用

は約 1割となっている。 

【交通機関に対する満足度及び改善要望】 

・公共交通利用満足度について、約 6割程度の方が「満足している」「まあまあ満足している」

と回答している。 

・公共交通の優先すべき改善事項として、「乗り継ぎ時間の短縮」や「バス停や駅の待合環境の

向上」が多く挙げられている。特に非高齢者（59歳以下）においては「利用しやすい時間帯

のバスの運行」に対する改善も見られた。 

【自動車から公共交通への転換意向】 

・約 4割の方が何らかの頻度で自動車から公共交通への切り替え意向が「ある」と回答してい

る。 

・現状で約６割の方が「車を利用しない生活は考えられない」と回答している一方、将来的に

今後の運転を控えたいと回答した方も約６割いる。 

【のる my car の運行に対する市民意向】 

・「のる my car」のあり方について、ほとんどの方が「必要である」と回答している。また、

半数以上の方が、現状のまま市が経費等を負担し、運行本数やルートを維持するべきと回答

している一方、市の負担を増やしてでも運行本数やルートをもっと充実させると回答してい

る方も約 2割見られた。 
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３－２ 自由意見のまとめ 

・公共交通の必要性：現在及び将来の高齢者にとって必要な交通手段であるとの意見が多く寄せら

れた。 

・運行本数、ダイヤ、ルート：運行本数の増加、学生等が利用しやすいダイヤ、帰宅時のダイヤ充

実などが多く寄せられた。また、コミュニティバスの迂回が多く所要時間が長くかかっているこ

との指摘もあった。 

・乗り継ぎ利便性向上、駅・バス停周辺環境：鉄道とバスの乗り継ぎ利便性向上に関する意見や、

待合環境整備に関する意見が多く寄せられた。 

・車両の小型化：需要に合わせた車両の小型化やタクシーの活用などの意見が見られた。 

・情報提供、利用促進：きめ細かな情報提供の必要性や、商業施設・公共施設とも連携した利用促

進策、若い世代の利用促進に向けた意見が寄せられた。 

・運行状況の分析及び情報公開：利用状況の分析及び見える化を通じた情報公開についての意見が

見られた。 

・その他：コミュニティバスに対する好意的・肯定的な意見も複数寄せられた。 

 

 

●現状の市民の移動の大部分は自動車によるものであるが、公共交通の移動も 1～2割

見られ、公共交通は将来にわたって必要であるとの意見が多く出された。改善要望と

して、鉄道、バスの乗り継ぎ利便性の向上や待合環境の向上とともに、一層の利用促

進が求められる。 


